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第一葦 家兎血液ノ同種血球凝集反藤

 人類血液ガ英ノ同種血球凝集反応ニヨツテ，之テ四型二分類シ得ルコトガ側ラレテヨリ以

來，諸種動物血液ニモ亦同種血球凝集反廠ノ存在スルモノガアルコトバ多数ノ人々ニヨッテ

報告セラレタトコロデアル．從ツチ家兎血液ノ同種血球凝集反騰テ粉シ，之ニョツテ家兎血

液テ分類セント試ミタ人モ砂クハナイ・ケレ共共ノ結果ハ必ズシモー教シテヰルト穣スルコ

トハ出来ナイノデァル．印チHekteon｛1〕，白井U9〕等八家兎ニハ同種血球凝集反旗テ認メス

ドナシ，Fischbeinω，S・yd・・て3i，S・k・I・H｛7〕等ハ極メテ稀二認ムノレモノニシテ之二四ツチ

家兎血液テ分類スルコトハ出來ナイト述ベテヰル．クレ共Off・nb・rg u・Friedm・n〔4〕八家

兎血液ラ同種血球凝集反廠二四ツチ四裂二分類スルコトテ得ト云ヒ，松田㈹ハ低湿二於テ

共ノ同種血球反雄テ検シテ之テ三型二分類シダ．Kubmy1andJ・kob（呂〕ハ「ベルジユアン種

ノ兎血清ハ「アンコ“ラ種ノ鬼ノ血球ラ凝集シタノテ認メ，I㎝esco及ビDum1tresco｛帥ハ33工

頭ノ家勇二就テ同種血球凝集反確ヲ稔シ，二種ノ凝集原ト之二塁漉スル二種ノ凝集素テ認

メ，之二四ツチ五ツノ群二分類シダ．

 新タノ如ク諸家ノ意見ハ厘々デアツテ，一致シダ見解ノナイコトバ，之テ要スルニ共ノ未

ダ充分明カニセラレテ届ラナイコけ立讃スルモノト思ハヂルテ得ナイ．価テ余等八家兎血

液二同種血球凝集反廠ガ果シテ存在スルカ香カテ槍シ，存在スルトセバ之ニョツテ家兎血液

ヲ分類シ得ルカ否カテ吟味スルコトニシタ．

 費験方法

 血清．正溝家兎ノ耳縁静脈テ穿刺シ，滴下スル血液チ試験管二採取シ，室温二放置シテ血清テ分離シ之

チ遠心機二装置シテ清澄ナ血清チ待，之チ撮氏56漢ノ水浴中二30分間保チ非働性トナシ實験二供シダ．

 血球，家兎ノ耳静脈血一テ掬機酸曹達チ姉ヘタ生理的食鱒水ニテ凝1刮テ防ギ，之ヲ・2回生理的食麗水ニテ

溌瀞シ血球ノ1％生理的食盤水浮遊液チ作ル．
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 凝集反騰検査．凝集反腰槍萱ニハ運綬ホール硝子チ使用シダ．即チ珊二要ノ数ダケ連鰻ボール礁千テ配列

シ，之二「ピペット」チ以テ血清テ各2滴宛滴一トシ，之二血球浮遊液チ各1滴宛加へ，硝子チ揺リ動力シテ

血清ト血球チョク混和セシメ，日岳々硝子テ擦リ動力シツツ30分後二於テ英ノ凝集反廠チ検シダ．凝集反騰

ハ圭トシテ肉眼チ皿テ判定シタガ，微弱ナ場合ニハ顯微鏡下二於テ検シダ、

 凝集慣測定法．非働性血清ヂ逓減的二稀礫シテ，共各2澗宛チ連頼ホール硝子二滴下シ，之二血球浮遊

液チ1滴宛加ヘテヨグ混和シ，30分後二前記ノ姉クニシテ凝集反騰チ検シダ．凝集反照ノ言巳載ハ英ノ程度

二從テ，排ハ強度ノ凝集，什ハ中等度，十八弱痩，±ハ極メテ微弱ニシテ顯微鏡下ニテ陽性ナルコトテ知

ル程度，一八陰性テ表ス．

 凝集反藤検査施行時ノ温度．實験ハ室温二於テ行ヅタノデアルガ，時ハ9月及ビ1O月ノ頃デアツテ室温

ハ瞬氏20度ヂ下ルコトハナカツタノアアルカラ，低温二於デノミ蟹現スル同種及自家血球凝集反騰ハ連ケ

得ラレタト信ズルガ，倫英他二凝集反騰ト譲歩易イ磁々ノ暇性凝集反騰ニハ充分注意テ沸ツタ、

 凝集素ノ吸蝦試験．非働性血蒲原液叉ハ其ノ稀緯液一定量二，淡樵沈澱血球チ等量二加へ良。ク混和シ，

室温二1乃至2時間放置シ，之テ遠心批難シテ英ノ上滴チ採取シ，之二就テ凝集反騰テ検シ，吸攻前ノ成

業養1・上ヒ蔓養スノレノテ“アル．

 賢験成績

 第1表乃至第6表二示スガ如ク多数ノ家兎ノ血清ト血球トノ交叉凝集反騰瞼査二体ツチ正

常家兎血液ノ間ニハ比較的順々同種血球凝集反雄ノ褒現スルチ認ノルコトガ出來ル．表二現

レタ所テ見ルト家兎血液ノ同種．血球凝集反雌ハ，人血液ノ同種』亜1球凝集反漉ノ如ク規則的デ
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パナイ．從ツチ之二四ツチ厳密二家兎血液テ分類スルコトハ稿困難デアルガ，中ニハ或ルー

群ノ家兎血球ハ展々他ノ或ルー群ノ家兎ノ血清二四ツチ凝集サり1様ナ場合ガ認メラレルノ
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デアツテ，斯様二比較的規則的二同棲血球凝集反確ノ獲現スルモノテ蒐メテ，之テ分類シテ

見ルト大鑓二於テ次ノ三型二分類シ得ル榛二思ハレノレノデアル．

 第一型．血球ハ被凝集性テ布シ，其ノ血清ハ何レノ家兎ノ血球ヲモ凝集セズ．

 第二型．血球ハ被療集性テ有セズ．其ノ血清ハ第一型ノ家兎血球テ凝集ス．

 第三型．血球二被凝集性テ有セズ，共ノ血液ハ何レノ血球デモ凝集セズ、

 斯様ナ定型的ナモノ以外二，或ル家兎ノ血球ハ稀二第二型家兎血清ノ或ルモノニヨツテ凝

集セラレ，其ノ血清ハ何レノ家兎血球デモ凝集シナイモノ，叉ハ血球ハ被凝集憧テ有セスシ

テ薬ノ血清ハ稀二第一型血球ノ或ルモノテ凝集スノレモノ等ノ不規則ナ反騰チ星スルモノモ若

干アjレガ，是等ハ第一型叉ハ第二型ノ異型ト認ムヘキモノカ，或ハ血液ノ型特異性ノ分化ノ

充分ナフヂルモノカ，籍叉後二述ベルガ如ク，家兎ノ同種血球凝集素ノ凝集贋ハー般二極メ

テ低イド云7事費二越囚スルモノデアルカ明カデナイ．叉是等ノ血液ノ分類ト家兎ノ種類，

鵠毛ノ色等トノ間ニハ開係ガ認メラレナイ．

 家兎同種血球凝集素

 家兎血液第二型ノ血清中二存スル同種血球凝集素ノ第一型血球二勤スル凝集贋ハ第7表二

示スガ如ク，血流原液ヨリ最高8倍稀耀迄ノ範幽デー般二低イノデアル．

    第七表（”C－30／）  耐シテ比ノ凝集素ハ第一型血球テ以テ吸徴セラ

                レ，吸放後ハ何レノ家兎血球ニモー様二凝集反旗テ

               呈シナクナル．燃シ比ノ凝集素ハ第二型血球及ビ各

               型人血球ニテハ吸牧スルコト州11來ナイ．

                家兎血清中ニハ低温二於テ自家血球及ピ他ノ家兎

               血球テ凝集スル塞性血球凝集素テ育スルコトハ多藪

               ノ人々ニヨツテ立護セラレタトコロデアルガ，条等

               ノ第二型家兎血清中ノ同種血球凝集素ハ之トハ別個

               ノモノデアツテ，塞性血球凝集素チ自家血球テ以テ

               低温二於テ吸牧シ吸放後ノ上滑二就テ第一型血球二

               野スル凝集反．嬢テ粉スルト筒凝集反騰テ呈スルモノ

               デアル．

血蒲
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第二；軍 象兎二於ケル琵疫

    同種血球凝集素

 動物ヲ異種血球テ以テ免疫スル時，該血球二対ス

ル種族特異1腔ノ抗鰐テ産生スルモノデアル事ハ夙二

知ラレタ所デアルガ，動物二其ノ動物ト同種ノ動物

血球チ注射スル事二回ツチ，同種血球抗髄テ産出ス

ルモノデアルカ否カニ就チノ報告ハ必ズシモ多イトハ云ヘナイ．
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 瓦hrHch u．M・r9㎝roth Uo〕ハ多量ノ山羊血球テ山羊ノ腹腔内二注射シタトコロ，或ルー

走ノ山羊」血球二対スル同種溶血素テ産生セシメ得タ事テ記載シ，Kra・s u．Rudwig工11〕八家

兎及ビ海慎二於テ免疫同種血球溶血素ラ産生セシメントシタガ目的ヲ達セズ，D㎜gem u．

Hirschfe1d㈹ハ犬ノ腹腔内二他ノ大血球テ注射シ，免疫同種血球凝集素テ得，英ノ冤疫血

清ハ或ルー定ノ大血球ニノミ作川シ，之二四ツチ犬血球テ分類シ得ルコトヲ報告シダ．佐々

木口。〕ハ或ル條件ノ下二於テ家鶏免疫同種血球凝集素ヲ産生セシメ得タド云7．Roberts㎝

u．Rou・（m八家兎二輸血テ反覆行ヒ，英ノ或ルモノニ於テ冤疫同種血球凝集素テ産生セシ

メタノデアルガ，此ノ凝集素ハ低溜二於デノミ作用シ，髄温二於テハ共ノ作用滑失スルト

云フ．T・・ii㈹ハ或ル家兎（地ノ家兎血清ハ他ノ或ル家兎血球テ凝集ス）二他ノ被凝集性テ育

スル家兎血液ラ輸血シ，受血家兎血清ノ凝集贋ガ上昇シタノテ認メタ．最近Levine and

Landsteiner（τ8〕八家兎へ他ノ家兎血球ヲ注射シ，英ノ或ルモノニ於テ，共ノ血清ガ価ノ家兎

血球テ舞氏37良二於デモ凝集スルコトヲ報告シテヰル．

 条等ハ第二型家兎テ第一型家兎血球ヲ以テ冤疫スルトキハ，第一型血球ニノミ作用スル冤

疫同種血球凝集素ノ産生テ見ルモノデハナイカト豫想シ，之ガ實験ラ試モタ所次ノ如キ結果

ヲ得タ．

 賓験方法

 4頭ノ第2型家兎ノ耳静脈内二，洗糠シダ第1型家兎血球ノ10％血球生理的食盤水浮遊液5粍宛テ。3

日ノ間隔ヂ以デ4乃至5回注射シ，最後ノ注射後1週間ヂ経過シテ，血液テ採取シ，血清ヂ分離シ，之ヂ

非働性トシテ實験二供ス．

凝集反騰織費法ハ第一章二述ベタト同様テ“アル．

 實験成績

 第8表二示スガ如ク，冤疫二使用シタヰ頭ノ家兎血清中C菖．J6．B5ノ免疫血清ハ，冤疫

前ト同康二，第一型家兎血球テ凡テ凝集スル．其ノ凝集反騰ハ冤疫前二比ベルト稽撮クナッ

タノテ認メルガ，其ノ血清ノ第一型血球二対スル凝集贋ハ第9表二示スガ如ク，2倍乃至8

借鯨耀血清ノ範園デアツテ（凝集反騰ハ撮茂21度デ施行ス），菟疫二四ツチ第一型血球二勤ス

ル免疫同種血球凝集素テ産出シタトハ認メラレナイノデアル．

 榊レニ典ノ内ノ1頭帥チH5家兎血清ハ第8表及ビ第g表二示スガ如ク，自己以外ノ凡チ

ノ家兎血球テ，英ノ型ノ如何二鰯セズ強ク之ヲ凝集スル．之ハ擦氏2I度二於テ槍シタノデア

ルガ，試験管内凝集反廠検査法ニヨツテ，麟氏37度ノ艀卵器内二2時間放置シダ後二於テ槍

シテモ持回濠ナ結果テ得タ．英ノ凝集憤八家兎血球二体ツチ多少ノ高低ハアルガ，血清ノ

8倍乃至16倍稀瞬迄陽性デアル．何故二兆ノ1頭ニノモ所懐ナ免疫同種血球凝集素チ産出シ

タノデアルカ不明デアルガ，R・b・・t㎝・．Ro・・（旧〕ガ低湿二於チノ｛作用スル家兎免疫同種

血球凝集素テ得ダニ反シ，条等ノ場合二於テハLe・in・。・d L・nd・tei…〔丁8〕ト同様二，揮氏21

度乃至37度二於デモ荷作用スル免疫凝集素ヲ得タトコロニ於テ稿異ツタ域綾テ得タノデア

ル．而シテ此ノ冤疫同種血球凝集素ハ自己以外ノ家兎血球テ以テ吸牧スレバ吸役後ノ上清ハ
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第九表（2「C■30’）

第八表（20日C’30ノ）

締、

皿I

I

I

I

■

皿

II

I

I

n

I

1n

■

I

II

I

■

工

I

n

G5

G日

（｝l0

F5

F2

1｛1

G－

F了

F畠

F畠

G5

G匿

GT

G4

G2

F4

FlO

Fl

F6

G3

B7

F35

H5

C筍 H舌 二『6 遍5

一冊一一
冊淵朴什
什朴十十十

井糾十十
一冊一一
一純一一
十柵十十
一冊一一・

甘柵十十
代糾什朴
±冊一十
一冊ロー
十十冊什朴

十拙十十
一耕一一
件糾十十
十耕一一
一純一一
冊耕冊甘
一冊一一
仕什十十
代冊十升

12481632
1

」                    一             L             一一一    1一一一 一I■    一一一一

G正 十十十一一一一
F6 十十十十千十一一

耳 十一一一一一
遍5 F35 料十一一一一
F3 十十十十一一一
G4 十十十一一一
Gm 十一一一一一＿＿一

…一〇1■     一 」       L                                 I…

（；7

十十十十土一一
F5 淵十十±一一
B了

料十一一一一
c匿 F35 十十十一一一一
F3 十十十十一一一
G4 十十十士一一
G1o
什十一一一一

⊥一  ⊥  ■ I       ■      止

（㍉

村十十一一一
F冒一 糾壮十十±一
巧 十十士一一一

Jo F35 十十・一一一一
F3 井十十±一一
G4 十十十十一一
G1O 十十十一一一一

一         一    I     一 皿…                 一                     1

Gr 」糾 拙 f冊 そ十 十  一

F圧

榊冊甘料十土
E7 冊｛拙升十一一

H5 Fヨ5 冊糾甘十十一
F3 糾柑糾什十一
G町 冊純朴什十土
G1O 冊什冊十十十一

最早凝集反旗1テ超サス，各型人血球テ以テシテハ毫モ吸牧セラレナイノデアル．

      第三章 正常家兎血清ノ各型人血球二勤

        スル凝集煩二就チーニノ観察

凝集憶測定法 第一章二述ベタト同様ノ方法ニョヅタ．但シ人血球ノ動物血清二勤スル被凝集性ハ硬
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家兎血液；於クル同種血球凝集反鱒及免疫同種血球凝集繋ノ産生二就テ 717

合同一型ノ血球デモ個人的差異ガアルカラ各型人血球チ多敷使用スルコトトシ，表二示ス凝襲慣ハ英ノ平

均ヂ言巳載シタモノチアル．但シ凝集便ノ言巴載二〇トアノレハ2借稀潔ニテ陰性ナルコトテ示ス．

 凝集素ノ吸蝦試験．第一章ノ揚含月様ノ方法＝目ル、

 費験成績

第10表乃至第14表二示スガ如ク，総数g7頭ノ正常家兎血清ノ各型人血球二甜スル凝集贋テ槍

スルニ，英ノ殆ンド凡チノ血清八人血球二錫・スル凝集素テ含有シテヰノレ、英ノ凝集腰ハ血清

原液ヨリ最高6斗倍稀礫血清ノ程度デアル．而シテ各型人血球二対スル凝集僚ガ黒等シイモノ

モ多藪アルガ，特二或ルー定ノ型ノ人血球二対シテ八人血球ノ被凝集性ノ個人的差異テ遥カ

ニ超越セル所謂型特異的ノ差異テ示スモノガ多数ニアル．斯様ナ血清ノ各型人血球二対スル

凝集贋ノ型特異的ノ差異ラ目標トシテ正常家兎血清テ分類シテ見ルト次ノ様ニナルノデア

」レ．

 総藪g7頭ノ家兎血清中

               第    十    表

象兎 家兎 i！
一番號 O A 、B AB 番錺

O A」BiAB
○書2 32 32 32 32 Fi宮 6岨 64 64

A2島 8 8 8 8 Jlo 4 4 4

皿29 8 8 8 8 I5 20 20 20

E4！ 32 32 32 32 28 40 40 40

021 32 32 32 32 32 8 8 16

1B25 10 10 10 10 31 8 8 8

A35 10 10 10 10 F呂 4 4 8 8

F3 16 16 16 一16 H5 8 8 8 8

F2了 16 16 16 16 D匿 32 32 32

F2島 8 8 8 8 Cm 64 64 64

A2 1o 10 10 10 丁暑 4 4 4

F31 8 8 8 8 27 5 5 5 5

I4了 1O ユo 10 10 31 5 5 5 5

46 10 10 10 10 F了 4 4 4 4

ユ8 32 32 32 32 A7 5 5 5 5

I33 60 60 60 60 G5 4 4 4 4

Fヨ6 40 40 40 40 A4 20 60 40・

I1冒 16 16 16 16 F2 16 32 16 32

F2劃 16 16 16 ユ6 I朋 20 10 10 10

F1了 50 40 50 F30 8 4 4 4

B菩 4 4 4 4 Cg 8 2 2

F35 4 4 4 4 GlO 2 2 4 4

E畠 8 8 8 8 5 4 2 4

Cヨ 4 4 4 4 8 4 4 4

B5 16 ユ6 16 16 7 4 4 4

J目 8 8 8 15 4 4 4

I筍 8 8 8 n 4 4 4

26 4 4 4 26 4 4 4

J百 4 4 4
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第十］表

水、 水  谷

黍嚢1・・1川1
F3

F4

J6

G2

G畠

I3匿

I珊

Aヨ

A8

41

J6

G7

A17

134

ぺ

8      8

32     32

8

4      4

8      16

20     20

10     20

20

20

20     40

16

8      8

32     32

10     10

・… 1・・

第十二表

家兎
番號
O A 蜴 A1B

30 0 0 o 0

坊 O O 0 O

Kl O 0 O O

G4 2 2 2 2

Fl O 0 2 2

18 O 2 2

lB4 2 O O

1o 2 2 2

第十三表

壽嚢・1・一・1
…；「一、■「・… 1・・
、、。、■6，1、、、

 五日  2     2

 B1  4  8  4

B1 214．21
 I7 4－16－4－
 F5 4 16 8い6
 E島 5－40 10i40

㌘11：：11132

・ ・：…  1

第十四表

家兎
番號
O Al a AB

一            一 」         一  L                       1■   ⊥■

一  ’皿

G6 O 2 8 8

E1 2 I 2 8 8

A5 ol⑪
5

G3 418 16 16
1

4■2 ■ 8

 1．各型人血球二暑等シイ凝集便テ示スモノハ5ク頭ニシテ総数ノ59％二相當ス．（第10表）

 2．A，B及ビA丑型血球二特二高イ凝集贋テ示スモノハユ5頭ニシテ総数ノ15％二相當

ス．（第1I表）

 3．各型人血球二一様二極メテ低イ凝集憤ヲ示スモノガ8頭デ総数ノ8％二相當ス．（第

］2表）

 牛Aレツェフトル」テ有スル人血球二狩二高イ凝集畷テ示スモノガ11頭デ総数ノ1吻二

相當ス．（第13表）
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家兎血液二於クル同種血球凝集反騰及免疫同種血球凝集素ノ産生二就テ     7工9

 5．皿レツtプトール」ラ有スル人血球二付二高イ凝集慣テ示スモノガ6頭ニシテ総数ノ6

％二相當ス．（第］4表）

而シテ此ノ分類ト前述シダ家兎ノ同種血球凝集反雄ニコル分類トノ間ニハ牛碇ノ關係テ見

出シ得ナカソタ．

正常家兎血清中二人血球ノ型特異性異種血球凝集素ガ含有セラレテヰルカ

前述ノ如ク正常家兎血清ノ各型人血球二釣スル凝集慣八人血球ノ型ニョツテ著明ナ型特異

的差異テ示スコトハ，正常家兎血清ガ人血球二靭スル種族牝異性異種血球凝集素ヲ有スル以

外二街人血球ノ型特異性ノ異種血球凝集素チ含有スルモノデアルコトテ推定セシメルノデア

ツテ，斯様ナ事費ハ從來家兎ラ各型人血球テ皿テ冤疫シ，人血球ノ型特異性冤疫｛充誰ノ産生

ノ可能或ハ不能二重大ナ開係テ有スト考ヘラレHooker五nd Anders㎝㈹瓦ug㎝Ma1〔16㌧

深町〔21〕，白井㈹DδIt町㈹等ニヨッテ諭ゼ’ラレタトコロデアルガ，之二關シテ系統的ナ検

査チ爲シタモノテ余等ノ渉獲シダ範園二於テハ見出シ得ナカツタノデ，正常家兎血清テ各型

人血球テ以テ吸牧試験テ試｛，吸放後ノ上清二就テ再ビ各型人血球二対スル凝集反騰テ稔シ

タトコロ，第15表乃至第20表二示スガ如ク，正常家兎血清中ニハ人血球ノA叉ハBナル「レ

ツェフトル」二勤スル特異性ノ異種血球凝集素テ布シテ居ルモノガアリ，叉共ノ両者デモ

併有シテ居ルモノモアリ，或ハ叉共ノ何レモ有セサルモノモグルノデアル．而シテ人血球0

   第十五表J6血滴

  吸一一一一．…    A 什什什十±      Ol＿＿＿＿＿  妓             吸  ；
     lB 冊十十代十十          1                   A I甘十土一一  前    1・・州什什十土  攻。鼎什什十一
  0 0 一一一一一   前AE拙壮什十一  血
  球 A 甘什什十一
   ＿       AO一一一一一  ア  皿 冊甘＃十±
  引、、1舳甘。一  墨・一…一一
      1               二

  A Ol＿＿＿＿＿    テ Bi冊什十十一
  墨・一一一＿  援・巾什・・一
  テ B 冊十十仲十士    丑 O ＿＿＿＿＿
  吸
  故AB拙什甘十一血  ＿＿．．＿＿ユ＿＿＿＿＿＿．＿＿＿．＿．＿  球A什十一一一
  B  O  ＿ 一 ＿ 一 一                 テ  旭  一 一一一一  血  球・甘什朴・一  暖。丑什。＿一
  テ  B  一 一 一 一 一
  吸  」股  AB  ＋トそ十 十十 十 一
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第十七表I7血清

ぷ、

吸

収

前

○

血
球

ポ
攻1

A
血
球

テ

吸
攻

O

A

B

AB

O

A

B

AB

O

A

B

AI1

2  4  8  16  32’

料十一一一
仕H＋＋一
仕十一一一
十十＃十±一

件什十一一一

寸什十一一

第十八表41血清

ぶ
吸

攻

前

A
血
球

テ

吸
攻

B
血
球

テ

吸
攻

O

A
1B

AB

○ ミ

A
E

A冊

O

A

B

A珊

5  10  20  40 60

十一一一一
科什十一一
札什十十一
件＃十一一

冊十代十十一

件什十一一

冊什十一一

冊朴十一一

水、水 谷

第十九表 F6血清

卜血清稀緯

塵払＼

籔

攻

前

＝A
血
球

テ

吸
攻

孟

1警

テ

吸
妓

2 4 81632

0r＋＿＿＿＿
A川＾什十十
五一科什什十一
、皿1糾舳。。

〇  一 一 一 一 一

A  ＿＿一一一

1B 甘什十十一
AB 料十十十十一
〇  一 ・ ■ ， ’

A 料付十十一
I… ＿一一一一

AB 料什十十一

第二十表F5血清

原 2 4 8工632

  ○ 什十±一一吸

  A 什什十十±峨

  Iモ せ什十土一
前

  A丑1＋ト十ト 十 十 一
 1．．
…・…一
P・

血1
球ミA 什十十±一二1

テiB 井十十一一吸！
」妓 iA拐  そ十 十 十 一 一

A
血
球

テ

吸
飲

B
血
球

テ

吸
攻

O  一 一 一 一 一

A  一 一 一一 一

B 料・H・十一一
AB  什 十ト 十 一 一

〇  一 ・ 一 一 一

A 什十十一一
B  一 ■ 一 一 一

ム皿 十十十十一一

二対スル型特異性凝集素ラ育スル家兎血清ニハ遭遇シナカツタ．
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 期僕ナ正常家兎血清ノ人血球二対スル凝集贋ノ型特異的差異ハー時的ノ現象デハナク，条

等ハ長時日二夏リ反覆検査シタノデアルガ，英ノ特性ハ蟹化スル様ナコトハナカッタ．

 正常家兎二於テ葉ノ血清ガA型人血球テ他ノ型ノ人血球ヨリモ特二強ク凝集シ且屡々斯

様ナ家兎血清中二ハム型人血球二対スル型特異性ノ異種血球凝集素テ護明シ得ルコ｝ハ前

述シタトコロデアルガ，正常家兎血清ハー般二緬羊及ビ山羊血球二対スル溶血素テ含有シ，

英ノ溶血素ハ「モルモット」ノ臓器ニテ全ク吸牧セラレルガ敬二7オルスマン氏抗麗ト認ム前

キモノデアルコトバ既二知ラレタ事費デアツテ，Sch雌u．Ade1sberger｛22〕ニョ1ノバフオル

スマン氏侃髄ハA型人血球ラー凝集スト云7．然ラバ正常家兎血清ガ歴々A型人血球テ強ク

凝集シ又ハA型人血球二対スル型特異性凝集素ヲ有スルコトハ，上述ノ異性溶血素ガ特二A

型人血球二作用スルノデハナイカト思考セラレルノデアル．依テ余等ハ特二A型人血球ニ

ノミ強ク作用スル正常家兎血清ヲ山羊血球テ以テ吸牧シ，其ノ異性溶血素テ吸牧除去シダ後

再ビ各型人血球二対スル凝集反癬テ稔シタトコロ，吸牧前ト大差ナキ凝集贋テ示シダ．之ニ

ョツテ之テ観レハ正常家兎血海中ノA型人血球二釣スル型特異性凝集素八家兎血清中ノ異

性溶血素トハ別個ノモノデアルト恩バレルノデアル．

第四章結   論

 家兎血液二於テハ歴々同種血球凝集反廠ヲ認メルコトガ出來ルカ，共ノ凝集反腱ハー般二

微弱デアリ，且人血液ノ如ク規則的デハナイ，英ノ敬二家兎血液テ同種血球凝集反騰ニヨツ

テ分類スλコトバ稿困難デアルケレ茶，定型的ナモノテ集メテ之テ分類スルト次ノ如ク三型

二国冠ロセラレル．

 第一型．血球二被凝集性テ有シ，英ノ血清ハ凝集素テ有セズ．

 第二型．血球二被凝集性チ有セズ，英ノ血清ハ第一型血球ヲ凝集ス．

 第三型，血球ハ被凝集性テ有セズ，血蒲＝ニモ凝集素チ有セズ．

 而シテ第一型家兎血球チ以テ第二型家蒐テ免疫シ，免疫向睡血球凝集素ラ得ソト企圃シタ

ノデアルガ，所、劉ノ日約タ達スルコ｝ガ出來ナカツタガ，只1頭二於デノミ自己以外ノ家兎

血球テ凡テ強ク凝集スル冤疫同種ω求凝集素テ得ター此ノ凝集素ハ癖氏21度乃至37度二於デ

モ作用スルモノデアル．

 家兎正常並溝ノ各型人血球二対スル凝集償ハ，同一一家兎血液二於デモ，人血球ノ型ニョツ

テ著明ナ型特異的差異ガアルモノガアル．ソレハj工1常家兎血液中ニハ人血球二対スル種族特

異性ノ異種血球凝集素テ有スル外二，人血球ノA父ハBナル「レツェフトール」二対スル型

特異性異種血球凝集素テ育スル爲メデアツテ，斯様ナ正常家兎血清ノ特性ハー時的ノモノデ

ハナク，同］家兎二於テハ恒定的ノモノデアル．

潤筆スルニ窟〕古畑教授ノ胸指導ト御校閲ナ深謝ス．
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